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 予測困難で不確実な時代を迎える中で、どのような社会をつくり上げていくかという能動

的な姿勢を生徒に育成する必要があるとされている。また、平成28年 12月の中央教育審議会

答申においても、主体的に学び続けて自らの能力を引き出し、自分なりに試行錯誤すること

の必要性が示された。 

 そこで本研究では、単元内自由進度学習を実施し、その支援の工夫を通して、主体的に学

び続ける生徒を育てる学習指導の在り方を明らかにすることをめざした。 

具体的には、課題設定、予見、遂行、自己内省の四段階の単元の学習過程において、「学

習課題の工夫」、「社会科 Can-Do リスト」、「学習計画表」、「用語チェックリスト」、

「振り返りシート」などの教師の支援を取り入れた授業を行った。同時に、生徒に学習の方

法、形態、順序についての裁量を委ね、生徒が学習を自身で調整しながら進めていく学習環

境づくりを行った。 

その結果、生徒が学習の進捗を管理したり、学習の順序を組み替えたりと試行錯誤しなが

ら学習を進めていく姿が見られた。また、自らの学び方について振り返り、よりよく学ぼう

とする姿を引き出すこともできた。このことから、単元内自由進度学習において課題設定、

予見、遂行、自己内省への支援を教師が行い、生徒に学習の裁量を委ねることが、主体的に

学び続ける生徒を育てることにつながることがわかった。 
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１ 主題について 

(1) 主題設定の理由 

① 世界や国の教育の動向から 

 グローバル化の進展や人工知能技術の革新等によって、よ

り予測困難で不確実、複雑で曖昧な時代、いわゆるＶＵＣＡ

時代が訪れている。OECD Education 2030プロジェクトでは、

生徒が自分自身や他者、そして地球全体のウェルビーイング

の実現に向けて自分をナビゲートするように学ぶことを求め

ており、どのような社会をつくり上げていくかという能動的

な姿勢を生徒に育成する必要があることを強調している。こ

うした学びを実現するための学習枠組みとして「ラーニン

グ・コンパス」が作成され、その中核的な概念としてエージ

ェンシーが位置付けられた。エージェンシーとは、「変化を

起こすために、自分で目標を設定し、振り返り、責任をもっ

て行動する能力」と定義されている。 

 一方で、日本財団が 2022年に日本、アメリカ、イギリス、

中国、韓国、インドの６か国を対象に行った「18 歳意識調査

報告書」【資料１】では、「自分の行動で、国や社会を変え

られると思う」という質問に対し、本国の18歳が「はい」と

答えた割合は、26.9％、「自分は責任がある社会の一員だと

思う」という質問に対し、「はい」と答えた割合は 48.4％で

あり、諸外国と比べて低い結果となっている。本国の生徒た

ちのエージェンシーの弱さが、データからも示唆されている

ように見える。 

 

【資料１】第46回18歳意識調査「はい」と答えた割合 

 我が国は、学校教育法第三十条第二項にて、「生涯にわた

り学習する基盤が養われるよう、基礎的な知識及び技能を習

得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために

必要な思考力、判断力、表現力、その他の能力をはぐくみ、

主体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いな

ければならない」と示している。また、平成 28 年 12 月に出

された中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方

策等について」において、「どのように社会や人生をよりよ

いものにしていくのかを考え、主体的に学び続けて自ら能力

を引き出し、自分なりに試行錯誤したり、多様な他者と協働

したりして、新たな価値を生み出していくために必要な力を

身に付け、子供たち一人一人が、予測できない変化に受け身

で対処するのではなく、主体的に向き合って関わり合い、そ

の過程を通して、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸

福な人生の創り手となっていけるようにすることが重要であ

る」と学習指導要領改定の背景が示された。求められている

内容は前述のエージェンシーと重なる部分が多く、主体的に

学び続けて自ら能力を引き出すことができる生徒の育成は喫

緊の課題であると考えられる。 

② 福岡市の教育の実態から 

 福岡市は、新たな時代に対応した取組みを進めていくため

に、「第２次福岡市教育振興基本計画」(2019)を策定した。

この計画で本市は、めざす子ども像を「やさしさとたくまし

さをもち ともに未来を創り出す子ども」としている。これ

は、予測困難で不確実な時代を生き抜くために、多様な他者

と協働しながら、自ら学び、成長し続け、よりよい社会や幸

福な人生を切り拓いていく子どもと解釈する。 

 「令和３年度全国学力・学習状況調査」【資料２】におけ

る教科に関する調査結果では、国語の正答率が全国 64.6％に

対し本市 66.0％、数学の正答率は全国 57.2％に対し本市

60.0％と、どちらも全国を上回っている。一方で、正答率が

40％未満の生徒は、国語 9.8％、数学 21.7％存在しており、

学力に課題のある生徒に対して、個別の状況に応じたきめ細

かい対応が必要である。 

 

【資料２】全国学力・学習状況調査における国語・数学の結果 

 同調査における質問紙調査では、「授業では、課題の解決

に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」に

対する肯定的回答は、学校質問紙、生徒質問紙ともに本市の

結果は全国平均を下回っており、「自分で考え、自分から取

り組む」ことについて、より一層の授業改善が求められる

【資料３】。また、「新型コロナウイルスの感染拡大で多く

の学校が休校していた期間中、計画的に学習を続けることが

できましたか」に対する肯定的回答は 36.1％と低く、全国平

均を下回っている。これは、多くの生徒が、自分自身で学習

を調整する力をもち合わせていないことを示唆する【資料

４】。 
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【資料３】主体的な学びに関する質問への肯定的回答の割合 

 
【資料４】計画的な学習に関する質問への肯定的回答の割合 

 以上のことから、予測困難な時代の中で、学校や教師に依

存することなく、これまで以上に主体的に学び続ける生徒を

育成していくことが重要であると考え、本主題を設定した。 

(2) 主題及び副主題の意味 

① ｢主体的に学び続ける生徒」とは 

 知識及び技能を獲得したり、思考力・判断力・表現力等を

高めたりするために、学習状況を把握し、学習の進め方につ

いて試行錯誤するなど自らの学習を調整し続ける生徒である。 

② ｢単元内自由進度学習」とは 

 １単位時間にとどまらず、内容のまとまりや単元を通して、

授業の進度や学習方法を学習者が自ら自由に決められる自己

調整学習の一つの手法である。犬塚（2017）によると、自己

調整学習(self-regulated learning)とは、学習者が自分の学

習プロセスを能動的に調整していくことである。より具体的

に、自己調整学習は、予見、遂行、自己内省の三段階で構成

される循環的なプロセスとして【資料５】のように捉えられ

ている。 

 
【資料５】自己調整学習のサイクル 

 

 

 本研究では、単元の学習過程を、予見、遂行、自己内省の

三段階に、単元を通して取り組む学習課題を設定する課題設

定の段階を加えた、四段階で構成する。また、単元の学習過

程における遂行は、複数時間にまたがる学習段階であり、生

徒はこの遂行の学習段階において、単元内自由進度学習を行

っていく。この遂行（単元内自由進度学習）時の１単位時間

の中でも生徒は、予見、遂行、自己内省の循環的なプロセス

で学習活動を行っていくこととなる【資料６】。 

 
【資料６】本研究における単元の学習過程 

 予見、遂行、自己内省のサイクルを適切に循環させる学習

者が、優れた自己調整学習者である。目標を達成するために

計画を立て、自らを制御しながら学習に取り組み、成果につ

いて振り返って次の目標に活用しようとする学習の在り方は、

まさに主体的な学習といえる。 

③ ｢単元内自由進度学習における支援の工夫」とは 

 単元内自由進度学習において、生徒が自己調整をしながら

学習を進めるための支援の工夫である。具体的には、生徒た

ちに学習への必然性をもたせるための課題設定への支援、学

習の見通しや各自の目標をもたせるための予見への支援、進

捗を管理しながら学習課題に取り組ませるための遂行への支

援、学習の方法や内容を振り返らせるための自己内省への支

援である。また、生徒が自己調整を行う場面をより多く引き

出すために、学習の裁量権に着目した学習環境づくりを行う。

具体的には、学習の方法、形態、順序の裁量権を教師から生

徒へ委ねることである。生徒は、オンラインドリルを解いた

り、学習動画を視聴したりといった学習の方法を選択するこ

とができる。また、個人で学習を進めるか、友達と協力する

かなどの学習の形態や、どこから学習に取り組むかといった

学習の順序についても生徒が選択できることとする【資料

７】。 

生徒の裁量 生徒が選択できるもの 

学習方法の裁量 

教科書を読む 

タブレットなどで調べる 

学習動画を視聴する 

先生や友達に質問する 

ノートやスライドにまとめる 

オンラインドリルやワークを解く 

友達に教えたり、説明したりする 等 

学習形態の裁量 
個人で取り組む 

友達と協力する 等 

学習順序の裁量 学習に取り組む順序 

【資料７】本研究における学習環境づくり（生徒の裁量） 

２ 研究の目標 

 中学校の社会科学習指導において、単元内自由進度学習を

実施し、その支援の工夫を通して、主体的に学び続ける生徒

を育てる学習指導の在り方を究明する。 
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３ 研究の仮説 

 単元内自由進度学習を実施する中で、生徒に学習の方法、

形態、順序の裁量を与えつつ、課題設定、予見、遂行、自己

内省へ適切な支援を行えば、主体的に学び続ける生徒を育て

ることができるだろう。 

４ 研究の構想 

(1) 内容 

 主体的に学び続ける生徒を育てる単元内自由進度学習を行

うための教師の支援の在り方を究明する。具体的には、課題

設定への支援、予見への支援、遂行への支援、自己内省への

支援である。また、学習環境づくりにおいて、方法の裁量、

形態の裁量、順序の裁量を教師から生徒へ与えることが、生

徒の学習に好影響をもたらすか検証する。 

(2) 教師の支援 

① 学習課題の工夫 

 単元の導入場面において、教師が複数の資料を提示し、生

徒と対話を行いながら、単元を貫く問いと学習課題【P４ ６

(1)③、P11 ７(1)③】を設定することである。「単元を貫く

問い」とは、１単位時間のみならず、単元の学習を通して追

究する問いである。同時に、本研究では、生徒たちが問いを

追究するために、単元を通して取り組む「学習課題」を設定

した。これらは課題設定への支援となる。 

② 社会科Can-Doリスト 

 生徒が学習課題に取り組むために、何がわかればよいか、

何ができるようになればよいか等の項目を教師がリスト化し

たものである【P５資料15、P11資料37、巻末資料２・８等】。

予見や遂行への支援となる。 

③ 学習計画表 

 単元を貫く問いと学習課題、社会科 Can-Do リストに照らし

合わせて、いつまでに何を達成するかを生徒各自に計画させ、

進捗に応じて修正を行わせるための表である【P６資料 17、

P12 資料 41、巻末資料３・９等】。予見や遂行への支援とな

る。 

④ 用語チェックリスト 

 教師が用意する単元のキーワードの一覧表である【P５資

料 14、P12 資料 38、巻末資料４・10等】。生徒に意味を理解、

説明できるようになったかどうかを確認させる。遂行や遂行

時の自己内省への支援となる。 

⑤ 振り返りシート 

 単元における学習前後の考えの変化を比較して、加わった

点や気付いた点について記入させるシートである【P７資料

22、巻末資料５・11 等】。自己内省への支援となる。また、

１単位時間の授業においては、授業冒頭に生徒各自の学習目

標を立てさせるとともに、授業の最後に【資料８】の項目に

ついて振り返りを行わせる【P７資料 24、巻末資料５・11

等】。これは、遂行時の予見や自己内省への支援となる。 

 

 

 

 
振り返りの内容 項目 

学習方法 今日したこと（学び方の振り返り） 

学習目標 今日の目標の達成度 

学習内容 今日の学び（学んだ内容の振り返り） 

学習状況 進み具合 

学習計画 ゴールに向けて 

【資料８】振り返りシートの質問項目 

(3) 検証の方法 

① 検証内容 

○ 生徒が単元内自由進度学習を通して、自己調整を行える

ようになったか。 

○ 生徒が単元内自由進度学習を通して、知識及び技能を獲

得し、思考力・判断力・表現力等を高めることができたか。 

○ 単元内自由進度学習を通して、生徒がどのように感じた

か。 

② 検証授業 

○ １年生 （社会科） ６月〜７月  

○ １年生 （社会科） 12月 

③ 検証方法 

 学習の様相観察、課題作品分析、振り返りシート分析、ア

ンケート（自己評価）分析での検証を行う。アンケートにつ

いては、学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤

する等、自らの学習を調整しているかについて【資料９】の

項目を実証前後で実施する。 

 

【資料９】自己調整についてのアンケート項目（５件法） 

 

自己調整する姿 項目

既習事項の想起
授業のはじめに「前の時間でやったことは何だったかな？と
考えている。

学習内容の確認
授業のはじめに「今日はこのあたりを学ぶのかな？これをや
ろう」などと考えている。

目標設定
授業のはじめに「この目標は～～すれば達成できそうだな」
と考えて目標設定をしている。

点検
授業の途中で「これはわかる（できる）、これはわからない
（できない）」などと考えている。

活動の調整
授業の途中で「この次はどうやろうかな（どんな方法でしよ
うかな）」と考えている。

改善策の創出
授業の途中で「これは良い方法を思いついた（知った）」と
感じることがある。

欠陥の発見 授業の途中で「あれ、何かおかしい」と考えることがある。

欠陥の補填
（再学習・試行錯誤）

授業の途中で「もう一度やり直してみよう、別の方法でやっ
てみよう」と再学習している。

欠陥の補填
（他者補充）

授業の途中でわからないところを教師や友達に聞いている。

疑念の解消
授業の途中で迷った時に、友達のプリントや課題を見て「私
のはこれで良いんだな」と安心したことがある。

達成の確認
授業の終わりに「めあてや目標に書いたことは達成できたか
な？」と振り返っている。

学習の確認
授業の終わりに「これは新しい学び方だな。あのやり方が良
かったな」と振り返っている。

計画の修正 授業の終わりに「次はどうしようかな？」と考えている。

補充や補填
休み時間や放課後にわからなかったところを調べたり、課題
の資料をまとめたりしている。

拡散と追究
休み時間や放課後に授業で興味をもったこと（気になるこ
と）を調べている。
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５ 研究構想図  

 

６ 研究の実際 実践１ 

第１学年 単元「アジア州」 

(1) 実践１のねらい 

① 研究のねらい 

 アジア州について生徒が主体的に学習に取り組むために、

単元内自由進度学習における教師の支援の有効性を明らかに

する。 

② 単元の目標 

〇 アジア州に暮らす人々の生活を基に、地域的特色を大観

し理解する。 

〇 アジア州において、地域で見られる地球的課題の要因や

影響を、州という地域の広がりや地域内の結び付きなどに

着目して、それらの地域的特色と関連付けて多面的・多角

的に考察し、表現する。 

〇 アジア州について、よりよい社会の実現を視野にそこで

見られる課題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

③ 単元を貫く問いと学習課題 

問い 
 アジア州における急速な経済成長は、地域

にどのような影響を与えているだろうか。 

学習課題  上記の問いについて調べ、まとめよう。 

④ 単元計画（全８時） 

次 配時 学習活動 

一 １  アジア州の国々の経済成長の様子をつか

み、学習課題を確認し、単元の見通しをも

つ。 

二 ６  Can-Do リストや学習計画表をもとに学習を

進めながら、学習課題のレポートを作成す

る。 

三 １  学習課題を完成させ、単元を通しての学習

を振り返る。 

(2) 実際と考察 

① 実際 

ア 課題設定  

 第１時の授業前半では、まず、生徒がもっているアジア州

に対するイメージや知識を意見集約ツールに入力させ、学級

全体で共有した【資料10・11】。 

 

【資料10】アジア州に対するイメージ（生徒の回答） 

 
【資料11】知っているアジア州の国（生徒の回答） 
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 次に、近年のアジア州の各都市の様子を捉えさせるために、

アジア州各地域の発展の様子がわかるGoogle スライド（以後

スライド）を見せ、【資料 12】のように意見や考えを表出さ

せた。 

 

【資料12】アジア州にどんなイメージをもったか？（生徒の回答） 

こうした活動の中で、生徒から「経済成長はしているが、

環境破壊などの問題も起こっている」といった発言があり、

「アジア州における急速な経済成長は、地域にどのような影

響を与えているだろうか」という単元を貫く問いを設定した。

そして、この問いについて調べ、まとめることを「学習課題」

とした。その際、Google フォーム（以後フォーム）で現時点

での自分の考えを記述させ、学習を終えた段階での自分の考

えと比較させるために、Google スプレッドシート（以後スプ

レッドシート）【資料13】へと反映させた。 

 
【資料13】フォームの回答が反映されるシート（太枠内） 

イ 予見・遂行（単元内自由進度学習） 

 第１時の授業後半では、まず、単元内自由進度学習の進め

方の説明を行った。その際、教科書やワーク、オンラインド

リル等、何を使って学習するか、個人で学ぶか友達と協力す

るか、どこから学ぶか等については、生徒各自で選択するこ

とを確認した。次に、単元の学習の見通しをもたせるために、

社会科Can-Doリスト【資料14】、用語チェックリスト【資料

15】、学習シート【資料 16】を提示した。なお、社会科 Can-

Do リストには、オンラインドリルや学習動画コンテンツのリ

ンクが挿入されており、必要に応じて活用するよう説明した。 

 
【資料15】用語チェックリスト 

 

 
【資料14】社会科Can-Doリスト
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【資料16】学習シート（上から順にステップ１、２、３） 

 第１時の最後に、学習の見通しをより具体化させるために、

学習計画を立てさせた【資料17】。その際、社会科Can-Doリ

ストの項目をスプレッドシート上にプレートとして配置し、

生徒が簡便に操作できるように配慮した。また、第２時から

第８時までの毎時間の授業の冒頭や終末に、進捗状況に応じ

た修正を行わせた。その際、机間指導を行いながら、手が止

まっている生徒や支援を求めている生徒に助言を行った。 

 

【資料17】学習計画表 

 【資料 18】のように生徒は、各授業の冒頭に学習計画表を

参照して見通しを立てたり、進捗状況に応じて学習計画を修

正したりしていた。 

 

 

▼ 

 

【資料18】学習計画の修正の様子 

 第２時から第８時の授業は、自由進度学習を行わせた。生

徒は、社会科 Can-Do リストを参考にしながら、教科書や学習

動画、オンラインドリルなどの学習方法を選ぶとともに、

【資料 19】のように個人で進めたり、友達と協力したり等、

学習の形態を選択しながら、学習に取り組んでいた。また、

社会科 Can-Do リストを塗りつぶしたり、用語チェックリスト

を確認したりすることで、学習の進捗管理を行わせた。その

際、教科書の順番で進める生徒がいる一方で、【資料 20・21】

のように順序関係なく取り組みやすいところから学習を進め

ていく生徒の姿も見られた。 

 

【資料19】学習に取り組む生徒の様子 

 

【資料20】社会科Can-Doリストでの進捗管理の様子 
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【資料21】用語チェックリストでの進捗管理の様子 

 第２時から第８時までの毎時間の授業の冒頭に、スプレッ

ドシートを活用した振り返りシート【資料 22】を用いて、各

時間の授業の目標を立てさせると共に、終末では、遂行時の

自己内省への支援として、自身の学習活動の振り返りをさせ

た。その際、学んだ内容や進捗状況と共に、学び方の振り返

りを行わせた。また、一人で記入することが難しい生徒が参

考にできるように、振り返りシートの中身を生徒間で共有さ

せたり、モデルを示したりした。 

 
【資料22】振り返りシート 

 生徒は、自分で立てた「今日の目標」をもとに振り返りを

行い、それをもとに次回の学習に向けた見通しを立てた。ま

た、【資料 23】のように前回の振り返りの内容を参考に学習

方法を見直したり、使い分けたりする様子も見られた。一方

で、振り返りの記入が時間内に終わらない生徒も数名いた。 

ウ 自己内省 

 また、単元末の第８時には、【資料 24】のシートに単元を

貫く問いに対する自分の考えを改めて記述させ、最初の授業

の段階での考えと比較させた【資料 25】。その際、自分の考

えの変化に注目させ、単元の学習全体を振り返らせた。 

 

【資料24】単元の学習のまとめと振り返り（太枠内） 

 

【資料25】単元の学習のまとめと振り返りを入力する生徒の様子 

 
【資料23】生徒が記入した振り返りシート 
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② 考察 

 実践１後に教師の支援と生徒の学習実態に関するアンケー

トを実施した。その結果の一覧が【資料 26】である。実践１

の実際と【資料26】を照らし合わせた考察を以下に述べる。 
教師の支援と生徒の学習実態に関するアンケート n=61 

1.学習をがんばれたか（４件法／肯定的回答） 90.2％ 

2.課題の仕上がりへの満足度（５件法） 平均3.7 

3.自由進度学習を行う上で 〜〜 は役に立ちましたか。（４件法／肯定的回答） 

3-1.  単元を貫く問いと学習課題 85.5％ 

3-2.  社会科Can-Doリスト 70.5％ 

3-3.  用語チェックリスト 73.8％ 

3-4.  学習計画表 88.5％ 

3-5.  振り返りシート（遂行時） 95.1％ 

【資料26】実践後アンケート 

ア 課題設定への支援 

 第１時の導入で生徒が回答した「アジア州に対するイメー

ジ」【資料 10】では、宗教や人口、地形や気候についての記

述が多く、経済成長について触れているものはほとんど無か

った。しかし、教師が複数の資料をスライドで提示した後の

生徒の回答【資料 12】からは、アジア州の経済成長に気付い

た様子がうかがえる。また、その後の教師と生徒の対話より、

アジア州の急速な経済成長が地域に様々な影響を与えている

のではないかとの問いをもつに至り、円滑に単元を貫く課題

の設定を行うことができた。このことから、課題設定への支

援を有効に行うことができたと考える。 

 「単元を貫く問いと学習課題」についてのアンケート結果

は、肯定的回答が 85.5％であり、各回答の理由として以下の

ような記述が見られた。 

 
【資料27】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

 これらの数値と記述から、「単元を貫く問いと学習課題」

を意識しながら、単元の学習に取り組む生徒の様子がうかが

える。また、「課題の仕上がりへの満足度（５件法）」との

相関係数は、0.56（p<.001）で正の相関があった。このこと

から、「単元を貫く問いと学習課題」を設定することで、生

徒が見通しをもって学習に取り組むことができ、そのことが

課題の仕上がりへの満足度につながったと考えられる。 

 一方で、生徒が作成したレポートは【資料 28】のように事

実の羅列になっているものが多く、知識及び技能を活用しな

がら、生徒の思考力・判断力・表現力等を表出させるものと

しては不十分な学習課題であったと考えられる。 

 

【資料28】生徒が作成したレポート 

イ 予見・遂行（単元内自由進度学習）への支援 

 「社会科Can-Doリスト」については、肯定的回答が70.5％

であり、各回答の理由として以下のような記述が見られた。 

【資料29】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

 これらの数値と記述から、「社会科 Can-Do リスト」をチェ

ックすることで、学習の進捗を管理したり、学習の順序を組

み替えたりしながら単元の学習に取り組む生徒が多かったこ

とがわかる。また、「学習をがんばれたか（４件法）」との

相関係数は、0.23（p<.09）で正の相関が見られた。 

 一方で、否定的回答が 29.5％と他の支援と比べて多かった。

生徒の記述にも見られるように、学習の遂行における粘り強

い取組みや達成感へ一定の効果があったが、生徒の操作スキ

ルによっては、社会科 Can-Do リストのチェック作業に対する

負担感が大きく、否定的回答の多さにつながったと推察する。

これについては、操作を繰り返す中で、解消されていく課題

であると考える。 

 「用語チェックリスト」については、肯定的回答が 73.8％

であり、各回答の理由として以下のような記述が見られた。 

【資料30】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

 これらの数値と記述から、「用語チェックリスト」を使っ

て、自分自身の理解度を確認したり、学習の進捗を管理した

りしながら単元の学習に取り組む生徒の様子がうかがえる。 

 一方で、「使わなかった」という生徒もおり、生徒が必要

に応じて活用している状況がうかがえた。 

 「学習計画表」については、肯定的回答が 88.5％であり、

各回答の理由として以下のような記述が見られた。 

○時々、自分がどんな学習をしているのかよくわからなくなると

きがあるので、単元を貫く問いと学習課題があることで、今、

こういう学習をしているんだと意識することができたから。 

○これを見ながら、その日のめあてを決めたりすることができ

た。 

○どんなことを調べて学習すればよいかが分かりやすかった。 

○最終的に答えに近づいているか、目的からそれていないかがわ

かるので、役に立った。 

○道標みたいになってくれたから。 

●学習する中で、あまり見なかった。 

●あまり意識しなかった。 

○どこまで学習できていて、どこができていないかが整理されて

いて、復習などがしやすかった。 

○塗ったときの達成感があった。 

○自分が学習しているところの動画を簡単にチェックすることが

できるので、学習がどんどん進められた。 

○教科書のどこを見ればよいか分かったので、迷わなかった。 

○今日進めるべきことの優先順位を決めることができた。 

●あまり見ることができなかった。 

●操作が難しかった。 

○どの単語を覚えていて、どの単語を覚えていないかわかった。 

○分からない単語をみつけて調べたり、復習したりすることがで

きた。 

○これを使って友達と説明し合ったり、問題を出し合ったりでき

た。 

●まとめに集中していたので、あまり使わなかった。 
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【資料31】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

 これらの数値と記述から、「学習計画表」を使って、自分

自身の学習の進捗を管理したり、見通しをもったりしながら

単元の学習に取り組む生徒の様子がうかがえる。また、「学

習をがんばれたか（４件法）」との相関係数は、0.32

（p<.05）、「課題の仕上がりへの満足度（５件法）」との相

関係数は、0.21（p<.001）で共に正の相関があった。このこ

とから、「学習計画表」を設定し、随時修正することで生徒

が自らの学習に達成感や満足感を得ることができたと考えら

れる。 

 一方で、否定的な回答をしている生徒もおり、学習計画を

設定する際に、生徒同士でお互いの単元計画を見せ合う場面

をつくったり、個別に教師が支援したりする必要があると考

えられる。 

 「振り返りシート（遂行時）」については、肯定的回答が

95.1％であり、各回答の理由として以下のような記述が見ら

れた。 

○自分がその日何を学んだか、どう感じたかをあとから見ること

ができる。 

○昨日の振り返りを見て、今日はこうしようと目標を立てること

ができる。 

○自分なりの振り返りができて、自分なりの目標が達成できて、

やりがいがあった。 

○前回の自分が何を思っていたかがわかるし、その振り返りを元

に次のめあてを立てることができた。 

○自分の学習方法を見直して、やっていない方法に取り組むこと

で、勉強のコツみたいものを得られそう。 

●今日したことは明確にわかるけど、どう記入するかがわからな

い時があって、記入するのに時間がかかってしまった。 

【資料32】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

 これらの数値と記述から、「振り返りシート（遂行時）」

を使って、学習内容や自分の考え、学習の方法を振り返った

り、次の時間の学習の見通しをもったりしながら単元の学習

に取り組む生徒の様子がうかがえる。また、「学習をがんば

れたか（４件法）」との相関係数は、0.54（p<.001）、「課

題の仕上がりへの満足度（５件法）」との相関係数は、0.32

（p<.001）で共に正の相関があった。このことから、「振り

返りシート」を活用することで、生徒が自己の学び方や学ん

だ内容を見返しながら、各自の目標をもって学習に取り組む

ことができ、そのことが粘り強く学習に取り組んだり、試行

錯誤したりすることにつながったと考えられる。 

 一方で、振り返りシートの記入の仕方がわからなかった生

徒やどのように振り返ればよいのかわからなかった生徒がい

たため、教師の支援の在り方にさらなる工夫が必要であると

考える。 

ウ 自己内省への支援 

 【資料33】は、生徒による単元の学習の振り返りである。 

「振り返りシート（単元末）」生徒の記述の一部 

・具体的な生活の変化や貿易や工業などが盛んになったり、外国

同士の繋がりが深まったりしていた。いいことばかりではな

く、経済成長が進んだことにより、各地で経済格差が生まれた

り、環境への問題が深刻化したりしていたことが見通しから加

わっていた。他の州でも違いがそれぞれあると思う。 

・環境が悪くなるのはあっていたけど思っていたより大気汚染や

スラムなど環境が悪くなっていると思いました。良い点は経済

で他の国との交流が増えてきたことや交通が前より便利になっ

たことだと思いました。メリットもあったけどデメリットのほ

うが多かったです。語句も友達と説明をできたので少し覚える

ことができました。家に帰って家庭学習で進めたり教科書に線

を引いたりして工夫していたけど、動画やワークなど全然して

いなかったので、次はもっとそれに取り組んで理解を深められ

るようにしたいです。 

・見通しとまとめを見比べると、まとめの方が圧倒的に考えがま

とまっていてこの学習で、考える力、まとめる力、詳しく書く

力と様々な力が身についてることがわかって良かったです。こ

れからも備わった力を継続して授業に取り組みたいです。 
 

【資料33】 振り返りシート（単元末） 

 単元の学習を通した自分の考えの変容に気付くと共に、

「他の州でも違いがそれぞれあると思う」という記述から、

次の単元への見通しをもとうとしていることが読み取れる。 

 また、自分自身の学び方や身に付いた力に注目した振り返

りも見られ、よりよく学ぶために学び方を改善しようとする

生徒の様子がうかがえた。しかし、これは若干名の生徒に留

まっており、多くの生徒は学んだ内容の振り返りに終始して

いたため、自己内省への支援が不十分であったと考える。 

(3) 実践１のまとめ 

① 生徒の感想から 

 実践１の終了後に改めて「自由進度学習を終えての感想」

を記入させた。【資料34】は生徒が記入した感想である。 

「自由進度学習を終えての感想」生徒の記述の一部 

・自分で計画を立てて学習課題に取り組むのは少し大変だったけ

ど、自分のスピードに合わせてできるし、わからないところは

友達や先生に聞いたり、調べたりすることができたので良かっ

たです。 

・まとめるのは得意だったけど、自分で考えるのが難しかったで

す。私は自分で物事を決めたり、考えて行動したりすることに

抵抗がありました。失敗したときや納得できないことがあった

とき責任がついてきてすごく怖いからです。でも、今回の授業

では、先生が話しかけてくれたり、たくさんのタブレットで使

えるツールがあったりして、どんどん学習を進めることができ

ました。最後の方は、友達に説明できるようになって達成感が

あって嬉しかったです。 

・最初、「自由にしていいよ」と言われて初めは、「どうしたら

いいんだろ」って思ってたけど、何回かすることですごく楽し

いなと思いました。理由は、自分で誰と勉強するか、何を使っ

○今日何をするかを自分で決められるから自分のペースで学習す

ることができる。 

○今自分がどのくらい急いでやらなくては行けないのかわかっ

た。自分がどのくらい計画とずれているかわかる。 

○先のことを計画するのが苦手だったので、難しいところもあっ

たけど、自分がどこまで進めることができたかを確認すること

ができて、計画的に進められた。 

○あと何日でここまで終わらせれば、この日はこんなことができ

るから家でここまでしよう、と自分で宿題が出せる。 

●計画通りに学習を進められなかった。 

●最後の方になるとあまり見なくなっていた。 
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て勉強するかを選べたからです。また、タブレットにたくさん

の資料や学習シートがあったので、迷わずに勉強できるように

なりました。 

 

【資料34】 自由進度学習を終えての感想 

 また、「自由進度学習を終えての感想」をＡＩテキストマ

イニングを使って分析したのが【資料35】である。 

 
【資料35】「自由進度学習を終えての感想」のワードクラウド 

 全単語の中で「できる」が最も出現頻度が高く、それに次

いで「楽しい」「友達」といった単語が多く出現している。

これらの単語が使用された感想が多いことから、友達と協力

しながら学習を進めていくことへの手応えや楽しさを感じて

いる生徒が多いと推察できる。また、動詞では「まとめる」

「教える」「聞く」といった学習方法に関する単語が出現し

ている。これは、学習方法を生徒自身に選択、決定させたこ

とによるものであると考えられる。 

 これらの生徒の記述分析から、実践１における単元内自由

進度学習を通して、学習の裁量権を委ねられた生徒たちは、

教師の支援を受けながら、自己調整をして学習を進めること

ができたと考える。 

② 成果 

○ 単元内自由進度学習において、社会科 Can-Do リストや用

語チェックリストを活用させることは、生徒が学習の進捗

を管理したり、学習の順序を組み替えたりする姿を引き出

したという点で、主体的に学ぶ生徒の育成に有効であった。 

○ 単元内自由進度学習において、学習の計画を設定、修正

させたり、学習の内容や方法を振り返らせたりすることは、

生徒が見通しをもって粘り強く学習に取り組んだり、試行

錯誤する姿を引き出したという点で、主体的に学ぶ生徒の

育成に有効であった。 

③ 課題 

● 生徒が知識及び技能を活用しながら、さらに思考力・判

断力・表現力等を表出できる学習課題の開発が必要である。

同時に、生徒がより思考・判断・表現しやすくなるよう、

どのように思考・判断・表現すればよいかを示すといった

教師の支援が必要となる。 

● 振り返りシートをより効果的に活用させるための支援の

工夫が必要である。 

● 単元末の自己内省を充実させるために、単元の学習内容

や自己の成長に関する振り返りのみならず、単元の学習の

方法等について振り返る機会を設ける必要がある。 
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７ 研究の実際 実践２ 

第１学年 単元「日本列島の誕生と大陸との交流」 

(1) 実践２のねらい 

① 研究のねらい 

 古墳時代までの日本について生徒が主体的に学習に取り組

むために、単元内自由進度学習における教師の支援の有効性

を明らかにする。 

② 単元の目標 

○ 日本列島における農耕の広まりと生活の変化や当時の

人々の信仰と東アジアとの関わりなどを基に、東アジアの

文明の影響を受けながら我が国で国家が形成されていった

ことを理解する。 

○ 農耕の広まりや生産技術の発展、東アジアとの接触や交

流と政治や文化の変化などに着目して、事象を相互に関連

付けるなどして、日本列島における国家形成について古代

の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現する。 

○ 古墳時代までの日本について、よりよい社会の実現を視

野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとする態度

を養う。 

③ 単元を貫く問いと学習課題 

問い 
 古代の日本社会はどのように変化したのだ

ろうか。 

学習課題 
 やよいの風公園をＰＲするために、弥生時

代の特徴がわかるポスターを作ろう。 

 実践１の課題を踏まえて、西岡（2016）のパフォーマンス

課題とルーブリックの考え方を参考に、より複雑性の高い学

習課題を設定し、ルーブリック（評価基準表）を作成した。 

 

 

 

 

 

 

④ 単元計画（全５時） 

次 配時 学習活動 

一 １  日本列島の誕生や国の成り立ちについてつ

かみながら、学習課題を確認し、単元の見通

しをもつ。 

二 ３  Can-Do リストや学習計画表をもとに学習を

進めながら、学習課題のレポートやポスター

を作成する。 

三 １  学習課題を完成させ、単元を通しての学習

を振り返る。 

(2) 実際と考察 

① 実際 

ア 課題設定 

 第１時の授業前半で、旧石器時代から古墳時代にかけての

日本の様子について想起させるため、「日本はいつ誕生した

か？」という発問を行い、近くの生徒と意見交流をさせた。

その後、日本列島の誕生の時期や状況について示し、日本に

おける国の誕生について考えさせ、その中で、「古代におけ

る日本の社会はどのように変化したのだろうか」という単元

を貫く問いを設定した。その際、実践１と同様に、フォーム

で現時点での考えを記述させ、学習を終えた段階での自分の

考えと比較させるために、スプレッドシートへと反映させた。 

次に、校区に古代の遺跡が点在することに気付かせるとと

もに、「やよいの風公園をＰＲするために、弥生時代の特徴

がわかるポスターを作ろう」という学習課題を提示し、【資

料36】のルーブリックを説明、共有した。 

 
【資料36】学習課題のルーブリック 

その後、単元全体の学習の見通しをもたせるために、社会

科 Can-Do リスト【資料 37】、用語チェックリスト【資料

38】、 学習シート【資料39】を提示した。 

 

【資料37】社会科 Can-Do リスト 
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【資料38】用語チェックリスト 

 

 

 
【資料39】学習シート（上から順にステップ１、２、３） 

 生徒は実践１同様、【資料40】のように社会科Can-Doリス

トや用語チェックリストを参考にしながら、教科書や学習動

画、オンラインドリルなどをそれぞれ選び、学習に取り組ん

でいた。実践１と比べ、教科書の順序に沿って学習している

生徒が多数いた。 

 
【資料40】進捗に合わせて、色をつけている様子 

イ 予見・遂行（単元内自由進度学習） 

 第１時の最後に、実践１同様、学習の見通しをより具体化

させるために、単元を貫く学習計画を立てさせた【資料 41】。

その際、生徒同士でお互いの計画表を確認させ、無理な計画

になっていないか、交流させた。 

また、第２時から第５時までの毎時間の授業の冒頭や終末

に、進捗状況に応じた修正を行わせた。その際、机間指導を

行いながら、手が止まっている生徒や支援を求めている生徒

に助言を行ったり、生徒同士で相互にアドバイスしたりする

よう促した【資料42】。 

 
【資料41】学習計画表 

 
【資料42】学習計画表を作成している生徒の様子 

 第２時から第５時までの毎時間の授業の冒頭に、スプレッ

ドシートを活用した振り返りシートを用いて、本日の授業の

目標を立てさせると共に、終末では、自身の学習活動の振り

返りをさせた。その際、学んだ内容や進捗状況と共に、学び

方の振り返りを行わせた。また、一人で記入することが難し

い生徒が参考にできるように、振り返りシートを生徒間で共

有させたり、モデルを示したりした。さらに、実践２では、

【資料 43】のようにコメント機能を使って、振り返り方や内

容についてのフィードバックを行った。 

【資料43】コメントによるフィードバック（太枠内） 
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 【資料 44】のように実践１と比較して、振り返りの内容が

充実した生徒の様子も見られた。 

 

▼ 

 

【資料44】振り返りシートの変化（上：実践１、下：実践２） 

ウ 自己内省 

 第５時の終末で、完成したポスターと学習シートを提出さ

せた。【資料45】は生徒が作成したポスターの一例である。 

 

 
【資料45】生徒が作成したポスター 

その後、単元の学習の振り返りとして、【資料 46】のシー

トに単元を貫く問いに対する、自分の考えを改めて記述させ、

最初の授業の段階での考えと比較させた。その際、自分の考

えの変化に注目させ、単元の学習全体を振り返らせた。 

 

【資料46】単元の学習の振り返り（太枠内） 

 また、学び方に注目した自己内省を促すため、【資料 47】

の振り返りシート（遂行時）を見ながら、単元内自由進度学

習における学習の方法等の振り返りを行わせた。 

 
【資料47】単元の学び方の振り返り（太枠内） 

② 考察 

ア 課題設定への支援 

 実践２後に教師の支援と生徒の学習実態に関するアンケー

トを実施した。その結果の一覧が【資料 48】である。実践２

の実際と【資料 48】を照らし合わせた考察を以下に述べてい

く。なお、ここでは実践１からの修正点を中心に考察する。 
教師の支援と生徒の学習実態に関するアンケート n=56 

1.学習をがんばれたか（４件法／肯定的回答） 92.9％ 

2.課題の仕上がりへの満足度（５件法） 平均3.8 

3.自由進度学習を行う上で 〜〜 は役に立ちましたか。（４件法／肯定的回答） 

3-1-1.単元を貫く問いと学習課題 89.3％ 

3-1-2.★ルーブリック 89.3％ 

3-2.  社会科Can-Doリスト 73.2％ 

3-3.  用語チェックリスト 76.8％ 

3-4.  学習計画表 82.1％ 

3-5-1.振り返りシート（遂行時） 96.4％ 

3-5-2.★教師のフィードバック 94.6％ 

【資料48】実践後アンケート（★は実践２で追加されたもの） 

 「単元を貫く問いと学習課題」については、実践１の課題

を踏まえて、より複雑性の高い学習課題を設定すると共に、

ルーブリックを作成、共有した。その結果、肯定的回答が

89.3％であり、実践１後から 3.8 ポイント上昇した。各回答

の理由として次のような記述が見られた。 

【資料49】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

○ポスターを作るときや、学習シートをまとめるときに「単元を

貫く問い」をいつでも見ることができるからまとめやすかっ
た。 

○これを元に目標や達成することを決めて、自主的に学習に取り

組めた。何のために課題に取り組んでいるかを意識しやすかっ
た。 

○ポスター作成が課題になって、やりがいもあったのでやる気が

でた。 

●見てはいたが、最後の方はあまり意識できていなかった。 
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 多くの生徒がポスター作成について記述していると共に、

課題へのやりがいを表現していた。このことから、より複雑

性の高い課題を設定したことで、生徒の学習意欲が喚起され

たと考える。また、生徒が作成した【資料 45】のポスターか

ら、調べたことを構造化して配置したり、重要性の高いもの

を強調したりといった工夫を見取ることができる。このこと

から、実践２の学習課題の工夫が生徒の思考力・判断力・表

現力等をより表出させるものとして有効であったと考える。

【資料 50】のように生徒が協働して学習に取り組む姿がより

多く見られたことも、教師の支援の有効性を示唆していると

考える。 

 
【資料50】課題に取り組む生徒の姿 

イ 予見・遂行（単元内自由進度学習）への支援 

 「ルーブリック」については、肯定的回答が 89.3％であっ

た。各回答の理由として次のような記述が見られた。 

【資料51】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

 ルーブリックを参考に見通しをもって課題作成に取り組ん

だり、相互にアドバイスを送ったりしながら、よりよく思

考・判断・表現しようとする生徒の姿がうかがえた。複雑性

の高い課題に対して、ルーブリックが生徒の課題遂行の指針

となり、思考力・判断力・表現力等をより表出させるのに有

効であったと考える。 

 「社会科Can-Doリスト」については、肯定的回答が73.2％

であり、実践１後から 2.7 ポイント増加したものの、実践１

後同様、他の教師の支援と比べて否定的回答をした生徒の割

合が高かった。実践１の考察では、チェック作業に対する負

担感の大きさが、否定的回答の多さにつながり、これについ

ては、操作を繰り返す中で解消されていく課題であると考え

ていたが、実際には肯定的回答の微増に留まった。各回答の

理由として次のような記述が見られた。 

 

【資料52】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

 学習の進捗管理や学習方法の選択に役立てた生徒がいる一

方で、社会科 Can-Do リストにリンクを挿入していたオンライ

ンドリルに取り組めなかったり、学習動画を視聴できなかっ

たりしたことを反省しているような記述が見られた。このこ

とから、オンラインドリルや学習動画は、あくまでも任意の

手段であったが、一部の生徒は「取り組まなければならない

もの」として捉えていたと考えられる。社会科 Can-Do リスト

が本来の目的や役割の共有が不足していたと考える。 

 「振り返りシート（遂行時）」については、実践１の課題

を踏まえて、振り返りを充実させるために「教師のフィード

バック」を行うこととした。その結果、肯定的回答が 96.4％

であり、実践１後から1.3ポイント増加した。 

 また、「教師のフィードバック」については、肯定的回答

が 94.6％であった。各回答の理由として次のような記述が見

られた。 

 

【資料53】回答の理由（○が肯定的回答、●が否定的回答の理由） 

 生徒が教師のフィードバックを参考に学び方や学んだ内容

をより深く振り返っている様子がうかがえる。これらのこと

から、生徒の振り返りに対して、教師のフィードバックが効

果的に働き、振り返りが量的にも質的にも充実したと考える。 

  

○作る基準があると目標も完成イメージも思いつきやすいし、す

ごく参考にした。 

○評価の基準がわかることで「どれをすればいいのか」がわかっ

た。 

○評価基準を参考にしながら、友達とアドバイスを送り合ったり

して、良いポスターを作るための工夫ができた。 

●時々見ていたが、あまりわからなかった。 

〇今日はどこまで終わったかや昨日どこまでやったかが一目でわ

かる。 

〇学習課題に関する動画を見て、ポスター作りの参考にできた。 

●時間が足りずに問題に取り組めなかった。 

●動画を見る時間がなかった。 

○どんな内容を書けば次につながるかわかった。 

○参考にして振り返りの内容が良くなった。 

○学んだ内容の振り返りに先生から質問が来ていたりすると、そ

の答えを考えることで、より学んだ内容を理解することができ

た。 

○自由進度学習だったとしても、先生からのアドバイスをもえる

と心強かった。自分で学習する後押しになった。 
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ウ 自己内省への支援 

 【資料54】は、生徒による単元の学習の振り返りの様子で

ある。

 
【資料54】振り返りシート（単元末） 

 下線部から、生徒が学習課題に取り組む際に、目的や自分

の学びやすさに応じて、学習の方法を意図的に選択しようと

している様子が読み取れる。また、下線部より、実践１の反

省を活かして、学び方を工夫する様子も見られ、１単位時間

のみならず、中長期的な視点でも自分の学習活動を改善しよ

うとする姿がうかがえる。さらに、下線部より「他の教科で

も活かしたい」等の記述も見られることから、実践２を通し

て、社会科にとどまらない学習への自己内省を喚起すること

ができたと考える。 

 

(3) 実践２のまとめ 

① 生徒の感想 

 実践２の終了後に改めて「自由進度学習を終えての感想」

を記入させた。これをＡＩテキストマイニングを使って分析

したのが【資料55】である。 

 

【資料55】「自由進度学習を終えての感想」のワードクラウド 

 出現頻度が高かった単語は、名詞では「友達」「授業」

「学習」「自分たち」、動詞では「できる」「わかる」「ま

とめる」、形容詞では「楽しい」「良い」であった。実践１

後の感想と同様、「できる」が最も出現頻度が高かったが、

実践２後の感想では「わかる」がより多く出現し、二番目に

高い出現頻度であった。このことから、単元内自由進度学習

を通して友達と協力しながら自分たちで学習を進めていくこ

で、「できる」「わかる」といった手応えを実践１以上に感

じていると推察できる。また、動詞では「まとめる」の他に

「聞く」「調べる」「教える」といった学習方法に関する単

語が出現しており、聞いたり、調べたり、教えたりといった

方法を選択しながら学習している様子がうかがえる。 

 これらのことから、実践１を踏まえて取り入れた教師の支

援が、単元内自由進度学習における生徒の主体的な学習の姿

引き出すことに有効であったと考える。 

② 成果 

○ 実践２から取り入れた学習課題（パフォーマンス課題）

により、生徒がより知識及び技能を活用しながら主体的に

思考・判断・表現しようとする姿や記述が見られた。その

際、評価基準の共有が課題遂行の支援として効果的に働く

ことが明らかになった。 

○ 遂行時の自己内省への支援として、教師がフィードバッ

クを積極的に行うことで、振り返りシート内の記述が量的

にも質的にも高まる様子が見られた。また、自己内省への

支援として、単元を通した学習の方法について振り返らせ

たことで、自身の学び方についてより深く振り返る生徒が

増えた。 

③ 課題 

● 社会科 Can-Do リストが一部の生徒に「取り組まなければ

ならないもの」と伝わっており、主体的な学びを引き出す

ための効果的な支援となっていない部分があった。 

  

「振り返りシート（単元末）」生徒の記述の一部 

・最初は、教科書だけで調べていたけど、だんだんタブレット

も活用できるようになった。また、わからなかったところ

は、友達に聞くようにした。ポスター作成のときは、他の人

を参考にしたりして作成できた。 

・意味がわからない単語は教科書で調べる、教科書のわからな

い内容は友達に聞く、自分で進められそうなところは 1人で

どんどん進めるなど、上手く学習を進められるようになって

きたと思う。他の教科でも活かしたい。 

・まずは自分でスライドにまとめて、書き方がわからなかった

り、他に書き方があったら友達の意見を見て、自分のスライ

ドに取り入れたりしました。お互いに内容も高め合えたし、

時間が有効に使えたと思うのでこれからに活かしたいです。 

・目標を意識して活動できた。目標を達成するためにはどのよ

うな方法で学習した方法が良いかを考えて取り組むことがで

きた。 

・より学ぶ時間を増やすために前回の課題であった文字の打つ

スピードを音声入力にするなどして早く済ませることができ

友達に質問をしたり、教科書を読み込むことにしたりするこ

とに時間を使うことができた。また、ポスター制作のために

友達の作品を見て参考にしたり、教科書の内容を自分なりに

まとめたりすることができ、自分の力で既存の内容を変形さ

せ、より良いものを作り上げる能力が身に付いた気がする。

わからなかった内容は家に持ち帰り、具体的にわからない点

を洗い出し自分がどこを理解できていてどこを理解できてい

ないか明確に把握することができた。そのおかげで自分が学

ぶべきところを重点的に学習することでより理解が深まった

と思う。 

・前回は、あまり友達と交流ができなかったので、交流をたく

さんしようと意識しました。工夫した点は、自分でここまで

は今日中に絶対に終わらすと決め、授業で終わらなかったら

家でしたところです。 

・前の学習を振り返って次の学習方法を変えたり工夫をしたり

することができた。教科書は授業の中で必ず読もうと意識し

た。質問をたくさんすることで内容がわかりやすくなると考

えたので友達や先生に質問をした。友達とレポートの見せ合

いをしたりして、学び方も工夫した。今後の勉強にも活かし

ていきたい。 
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８ 研究のまとめ 

 研究全体の考察として、主体的に学び続ける生徒を育むた

め、単元内自由進度学習において、教師の支援が有効であっ

たか、学習環境づくりがどのような影響をもたらしたかにつ

いて述べる。なお、本研究では、生徒が主体的に学んでいる

かどうかを、「自己調整しながら学ぼうとしているか」「知

識及び技能を獲得し、思考力・判断力・表現力等を高められ

たか」の二つの観点から評価する。「自己調整しながら学ぼ

うとしているか」については、自己調整に関するアンケート

（自己評価）、「知識及び技能を獲得し、思考力・判断力・

表現力等を高められたか」については、教師による作品分析

（客観評価）によって行う。 

① 教師の支援の有効性 

 「自己調整しながら学ぼうとしているか」について、実践

前、実践１後、実践２後に【資料９】の自己調整に関するア

ンケート項目について５件法で回答させた。各項目の結果は

【資料56】、15項目の合計得点率は【資料57】のようになっ

た。 
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【資料56】自己調整のアンケート各項目（実践前後の比較） 

 

【資料57】自己調整のアンケート合計得点率（実践前後の比較） 

それぞれアンケート結果の差が有意であるかを明らかにす

るため、ウィルコクソン符号順位和検定を行った結果が【資

料58】である。 

 

【資料58】ウィルコクソン符号順位和検定 
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 実践前、実践１後と実践２後の結果を比較すると、15 項目

中11項目において、肯定的回答をした生徒が増加し、そのう

ち全ての項目で差が有意であることが示された【資料 56・

58】。また、合計得点率についても、実践前と実践２後で９

ポイントの増加がみられ、その差も有意であった【資料 57・

58】。これらのことから、自己評価ではあるものの実践を重

ねるごとに、生徒の自己調整の在り方に肯定的な変化が起こ

っていることが考えられる。 

 「知識及び技能を獲得し、思考力・判断力・表現力等を高

められたか」について、実践１、２のそれぞれで教師による

客観評価を行った。また、各実践後にアンケート「単元内自

由進度学習を終えて」を生徒に自由記述させた。【資料 59】

は、単元内自由進度学習に対して「肯定的な記述をした生

徒」、「否定的な記述をした生徒」、あるいは、「肯定、否

定両方の記述をした生徒」の評価を一覧にしたものである。

なお、実践２では、より多様な生徒の姿を評価するために、

Ａよりも上位の評価としてＳを設けている。 

 
【資料59】生徒の感想（肯定・否定・両方）と評価の関係 

 【資料 59】より、実践１から実践２にかけて、単元内自由

進度学習への肯定的意見が増加していることがわかる。実践

１と２では学習した分野が違うため、単純な比較はできない

が、学習活動への参加意欲が実践ごとに向上していると考え

ることができる。また、Ｂ以上の評価を受けた生徒の割合か

ら、実践１・２の両単元の目標を達成できたと考える。 

 一方で、実践１から２にかけてＢ以上の評価を受けた生徒

の割合は、知識及び技能で－6.9 ポイント、思考・判断・表

現でほぼ横ばいとなっている。これは、課題の複雑性が高ま

ったことによって起こった結果と捉えている。また、実践２

において「否定的な記述をした生徒」の評価が低いこと、

「肯定的な記述をした生徒」の中にも、Ｃ評価の生徒が一定

数いることから、つまずきの解消や活動への参加意欲の喚起、

より深く学ばせるためのさらなる支援の工夫が必要であった

と考えられる。 

② 学習環境づくりについて 

 実践後のアンケート「自由進度学習を終えての感想」の生

徒の記述の一部を抜粋したものが【資料60】である。 

「自由進度学習を終えての感想」生徒の記述の一部 

○自分が調べたいことをすぐ調べることができて、取り組みやす

かった。 

○分からなかったら、友達、先生にすぐに聞けることがよかっ

た。自分のペースに合わせて進めることができるのもよかっ

た。 

○気軽に色々な人に話しかけられて、普段話さない人とコミュニ

ケーションを取ることができた。 

○普段タブレットを使って、自分でまとめたり学習したりするこ

とはなかったけど、教科書やタブレットなどで調べながらまと

めることで、自分の正しい学習の仕方や自分のスピードに合わ

せて学習することができて、いつもよりも理解できた。 

○自分の言葉でまとめることができる。友達の意見や考えを気軽

に聞くことができる。自分のペースに合わせて進めることがで

きるのがよかった。 

○自分はよく学んだことを忘れやすいので、自由進度学習でその

時その時で学んだことを振り返ることもできるから、とてもや

りやすかったです。 

○授業でも先生に聞きづらい時があるので移動できたり、友達に

質問しながら学習できたりしたことがすごくやりやすかったで

す。 

●ポスターを通して、わからないことを自分のペースで学ぶこと

ができた。しかし、自分で学習したため、問題を解く時にわか

らないところが出てきた。 

●友達に話しかけにくい人とかがいると思うので、短い時間でも

よいので班や隣の人と話す時間をとった方がよいと思いまし

た。 

●少しでも先生が全体で説明してくれればいいと思う。 
 

【資料60】生徒の感想 

 以上のような記述から、学習において、方法や形態、そし

て順序の裁量権を生徒へ委ねるという単元内自由進度学習の

学習環境づくりが、生徒の学習活動への主体的な参加を促す

のに一定の効果があったこと考える。また、いつでも質問が

できたり、自分のペースで学び直しができたりすることから、

「いつもよりも理解できた」「やりやすかった」という記述

があり、学習事項への理解にも一定の効果があったと考えら

れる。一方で、もう少し教師の介入が欲しかったという旨の

記述もあり、生徒に裁量権を委ねる中で、「誰に」「いつ」

「どのような」支援を行えばより生徒の学びを深めることが

できるかについては、さらに追究していく必要があると考え

る。 

 また、本研究では、学習環境づくりのどの部分が、主体的

に学び続ける生徒を育むことにどのような好影響を与えたの

かまでは、明らかにすることができなかった。これも今後の

研究の課題としたい。 

③ 研究の成果 

○ 単元内自由進度学習において、課題設定、予見、遂行、

自己内省への支援を教師が行うことが、生徒の自己調整の

力に一定の肯定的な影響を与え、主体的に学ぶ生徒の育成

に有効であることが明らかになった。 

○ 生徒がより思考力・判断力・表現力等を表出するような

パフォーマンス課題の設定を行うことが、生徒の試行錯誤

や学習活動への主体的な参加を促し、主体的に学ぶ生徒の

育成に有効であることが明らかになった。 

○ 学習における、方法・形態・順序の裁量権を教師から生

徒へと委ねることが、生徒の学習活動への主体的な参加を

促し、主体的に学ぶ生徒の育成に有効であることが明らか

になった。 

④ 研究の課題 

● 複雑性の高い学習課題に自由進度で取り組ませる際に、

生徒のつまずきを解消するためや、より深く学ばせるため

実践１ 

実践２ 
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に、教師が「誰に」「いつ」「どのような」支援を行うべ

きかを追究していく必要がある。 

● 社会科 Can-Do リストについては、生徒に「取り組まなけ

ればならないもの」と伝わっていたため、目的や役割につ

いて十分に共有する必要がある。 

● 学習環境づくりにおいて、方法・形態・順序の裁量権の

どれを生徒に委ねることが、生徒の主体性に好影響を与え

たのかについては、今後、究明することが必要である。 
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【巻末資料１】実践１の単元のまとめ・振り返りシート 

 

【巻末資料２】実践１の社会科Can-Doリスト（オンラインドリルや学習動画コンテンツ等のリンクあり） 

 

【巻末資料３】実践１の学習計画表 



 

 

 
【巻末資料４】実践１の用語チェックリスト 

 
【巻末資料５】実践１の振り返りシート（入力フォームのリンクあり） 

 



 

 

 

 

 
【巻末資料６】実践１の学習シート（上から順にステップ１、２、３） 



 

 

 
【巻末資料７】実践２の単元のまとめ・振り返りシート 

 
【巻末資料８】実践２の社会科Can-Doリスト（オンラインドリルや学習動画コンテンツ等のリンクあり） 

 
【巻末資料９】実践２の学習計画表 

 

単元計画を立てて、見通 しをもって 学習に取り組もう ！ 1年 組 番 ここに名前を入力

12/5(月) 12/6(火) 12/7(水) 12/8(木) 12/12(月)

単元を貫く 問い：

学習項目



 

 

 

【巻末資料10】実践２の用語チェックリスト 

 

【巻末資料11】実践２の振り返りシート（入力フォームのリンクあり） 



 

 

 

 

 

【巻末資料12】実践２の学習シート（上から順にステップ１、２、３） 

 

 


